
猫と人が共存するまち
問：環境衛生課生活環境係 ☎ 0943-32-1138

特集

町
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
る

「
野
良
猫
」。
野
良
猫
と
は
迷
子
に

な
っ
た
り
、
人
間
の
勝
手
な
都
合

で
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
、
特
定
の

飼
い
主
が
い
な
い
猫
の
こ
と
で
す
。

一
見
自
由
に
の
び
の
び
と
生
き
て

い
る
野
良
猫
の
姿
は
、
猫
が
好
き

な
人
に
大
き
な
癒
し
を
与
え
ま
す
。

し
か
し
、
野
良
猫
に
よ
る
被
害
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
野
良
猫
が

増
え
続
け
る
原
因
や
、
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
の
活
動
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

野
良
猫
の
問
題

広
川
町
で
は
、
猫
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
が
年
々
増
え
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
野
良
猫
に

関
す
る
も
の
で
す
。「
敷
地
内
で

ふ
ん
尿
を
さ
れ
た
」「
車
を
傷
つ

け
ら
れ
た
」「
ご
み
を
荒
ら
さ
れ

た
」
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
、
地
域
の
生
活
環
境
に
関
わ
る

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
野
良
猫
へ
の
「
餌

や
り
問
題
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
餌
の
時
間
や
ト
イ
レ
の
管
理

を
し
な
い
無
秩
序
な
餌
や
り
は
、

野
良
猫
の
繁
殖
や
ふ
ん
尿
被
害
を

招
く
一
方
で
す
。

餌
や
り
を
や
め
れ
ば
猫
が
い
な

く
な
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

生
ご
み
に
殺
到
し
た
り
、
家
屋
に

浸
入
し
て
食
料
を
荒
ら
し
た
り
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
最
終
的
に
ど
こ
か
に
行
っ
た

と
し
て
も
、
別
の
場
所
で
同
じ
こ

と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

野
良
猫
の
環
境

野
良
猫
に
よ
る
被
害
ば
か
り
に

注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
野
良
猫

の
生
き
抜
く
環
境
は
と
て
も
過
酷

な
も
の
で
す
。
寒
さ
や
暑
さ
は
猫

に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、
特

に
子
猫
は
寒
さ
に
弱
い
た
め
、
冬

を
越
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
栄
養
の
あ
る
食
事

や
新
鮮
な
水
を
確
保
す
る
こ
と
も

難
し
い
た
め
、
体
が
弱
り
、
常
に

細
菌
な
ど
に
感
染
し
や
す
い
状
態

で
す
。
猫
同
士
の
け
ん
か
や
発
情

期
の
交
配
で
け
が
や
病
気
を
し
て

も
、
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
飼
い
猫
の
寿
命
が

10
年
～
20
年
で
あ
る
の
に
対
し
、

野
良
猫
は
3
年
～
5
年
と
い
わ
れ

て
い
る
ほ
ど
、
長
生
き
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
す
。
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野
良
猫
が
増
え
続
け
る
理
由

元
を
た
ど
れ
ば
、
人
間
の
身
勝

手
な
飼
い
方
に
よ
り
家
を
失
い
、

増
え
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い

野
良
猫
た
ち
。
し
か
し
、
増
え
続

け
る
要
因
は
猫
の
高
い
繁
殖
力
に

も
あ
り
ま
す
。

猫
は
生
ま
れ
て
4
か
月
で
子
ど

も
を
産
め
る
か
ら
だ
に
な
り
、
妊

娠
し
て
2
か
月
で
4
匹
～
6
匹
の

子
猫
を
産
み
ま
す
。
多
け
れ
ば
年

に
3
回
産
む
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

子
猫
が
さ
ら
に
孫
猫
を
産
む
と

1
匹
の
メ
ス
猫
が
3
年
後
に
は

2
0
0
0
匹
以
上
に
増
え
る
と

環
境
省
は
試
算
し
て
い
ま
す
。

猫の習性・飼い方マナー

野良猫のお世話をしている人へ

2 猫用トイレを設置・管理しましょう
　猫用トイレを設置し、周辺の環境に気を配る
ことも大切です。餌場の近くにトイレを設置し、
まとめてするように仕向けましょう。猫が用を
足したあとはこまめに掃除をしてください。汚
れたままにしておくと、トイレを使わなくなって
しまいます。

猫の飼い主さんへ

2 室内で飼いましょう
　猫は上下運動ができる空間を整え、不妊・
去勢手術をすれば、特に広い生活空間はいり
ません。室内で飼うことで周囲に迷惑をかける
ことなく、事故や感染症からも猫を守ることが
できます。

4 不妊・去勢手術をしましょう
　責任をもって子どもを産ませるのでなければ、
不妊・去勢手術をして過剰繁殖を防ぎましょう。

3 迷子札をつけましょう
　猫は登録制度がないため、飼い主が判明し
ません。飼い猫に迷子札やマイクロチップなど
を装着し、飼い主がわかるようにしましょう。

もう一度考えよう !

1 置き餌はやめましょう
　餌を一日中置いたままにしておくとほかの場
所から猫やカラス、虫などが集まり、衛生的に
も景観的にもよくありません。決まった場所で
決まった時間にあげるよう
にしてください。時間になっ
たらお皿を片付けて餌場
周辺を掃除しましょう。
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猫は餌がある場所を中心になわ
ばりをつくります。しかし、餌が
豊富にあれば猫はなわばりをつ
くらなくなり、普段は別々に暮ら
すはずのオスとメスが同じ場所
で暮らすようになるため、次々と
子猫が産まれることになります。

猫の繁殖とその特徴 ❷
猫は交尾した刺激で排卵する
ため、交尾すればほぼ 100％
の確率で妊娠します。猫は単
独行動を好み、普段はオスと
メスが別々に暮らすため、少
ない交尾で確実に妊娠できる
仕組みになっているようです。

猫の繁殖とその特徴 ❶

1 最後まで面倒をみましょう
　猫が寿命をまっとうするま
で、健康に気を配りながら愛
情をもって飼うことが飼い主
の責任です。どうしても世話
ができない場合は、新たな
飼い主を探してください。
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TNR活動
野良猫の繁殖を防ぐ !

野良猫の繁殖を食い止め、一代限りで命をまっとうさ
せ、猫に関する問題や殺処分をなくしていく有効的な手
段として今、全国で行われているのが「TNR 活動」です。

耳の先をカットするのは「目印をつけることで捕獲
器で何度も捕獲され、麻酔をかけられるのを防ぐた
め」です。首輪などの目印では取れてしまうことが
あるため、耳の先をカットします。「耳の先をカット
するなんて痛そう」と感じる人もいるかもしれません
が、猫への負担・痛みは最小限に抑えられています。

▼ ▼
まず決まった時間・場所に餌を与
え、餌付けをしておきます。その後、
捕獲器を置いて捕獲。捕獲器を置
いている間はその場所を離れませ
ん。野良猫が捕獲器に入った後、
すぐに捕獲器全体を布で包むこと
で野良猫は暴れず、落ち着きます。

野良猫の繁殖を防ぐため、捕獲器
で捕まえた猫に不妊・去勢手術を
します。全身麻酔がかけられてい
るため、猫は痛くありません。手
術を終えた猫は、耳の先を桜の花
びら型にカットします。この猫のこ
とを「さくらねこ」といいます。

野良猫として暮らしてきた猫を無
理やり保護することはストレスとな
り、病気の原因にもなりかねませ
ん。そのため、不妊・去勢手術後
経過観察を経て、もともと住んで
いた場所に戻します。

Trap Neuter Return
捕獲 不妊・去勢手術 元の場所に戻す

どうして耳の先をカットするの? 不妊・去勢手術のメリットは ?

繁殖から
解放され

おだやかに
過ごせる

外に
出なくなる

ほかのオス
猫とケンカ
しなくなる

マーキング
がなくなり
臭いも軽減

妊娠・出産の
負担がなく

病気しにくい

発情期の
鳴き声が
なくなる

繁殖から解放され
おだやかに
過ごせる

不妊・去勢手術は、野良猫の不要な
繁殖を抑えるだけでなく「猫同士のけ
んか」「尿のマーキング」「発情期の鳴
き声」の軽減などにも効果があります。

オス猫

メス猫

不妊・去勢手術は、野良猫の不要な
繁殖を抑えるだけでなく「猫同士のけ
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【 活動内容 】
・捕獲器の設置、猫の捕獲
・一時保護中の猫の餌やり、ペットシート交換
・手術会場までの猫の運搬
・元の場所へのリリース
・捕獲器などの清掃

広川町でのTNR活動
公益財団法人どうぶつ基金

不妊・去勢手術によって野良猫の問題解決や殺処
分ゼロを目指す「さくらねこ無料不妊手術事業」を
全国で展開。「TNR 地域集中プロジェクト」では、
筑後市に病院を開設し、地域のボランティアととも
にこれまで 2,898 匹の猫の手術を行いました。今
年 4 月からは、みやま市に病院を開設する予定です。

広川町では TNR 活動をサポートする「広川町
キャットサポーター」を募集しています。興味が
ある人は、環境衛生課生活環境係（☎ 0943-
32-1138）へお問い合わせください。

昨年 8 月、広川町で公益財団法人どうぶつ基金
の「さくらねこ無料不妊手術事業」を活用した
TNR 活動が始まりました。川瀬区・一応区の地
域住民と広川町キャットサポーター、㈱九州エヌ
エフフーズ、鶏笑広川店が協働して、猫の捕獲
や一時保護中のお世話、手術会場までの運搬な
どを実施。この活動により今年 1 月時点で 141
匹の猫が不妊・去勢手術を受けました。

サポーターの声

　私はこれまで、出産を繰り返し体がボロボロにな
り子宮の病気で苦しむ猫や、カラスにつつかれ大け
がをした子猫など、かわいそうな野良猫をたくさん
見てきました。依然と殺処分される猫や交通事故で
命を落としてしまう猫が多い中、野良猫に不妊・去
勢手術を施すことで少しでも不幸な猫を減らすこと
ができればと思い、この活動に協力しています。
　今回、数か月にわたって広川町で TNR 活動をし
ましたが、野良猫のお世話をしている人や地域の人
たちから多くの「ありがとう」の声を頂き、「もう辛
い出産を繰り返さなくて良いね」と猫に声をかける
姿がとても印象的でした。飼い主の皆さまには、責
任をもって最後まで飼うことをお願いしたいです。

広川町
キャットサポーター
森下 文恵 さん
キャットサポーター
森下 文恵 さん

広川町キャットサポーター募集中




